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熊本城天守台跡出土
「庚寅八月日」銘滴水瓦

当館蔵

加
藤
清
正

最
初
の
築
城

「
隈
本
古
城
」の

ヒ
ミ
ツ
に
迫
る
！

本
展
に
向
け

隈
本
古
城
模
型

普
請
中
！

竣
工
後
の
姿
は
博
物
館
に
て
！

 隈本古城模型（1／300）
（制作中風景より）

作：島充



熊
本
城
の
歴
史
は
加
藤
清
正
か
ら
始
ま
る
と
一
般
に

知
ら
れ
てい
ま
す
が
、
清
正
に
よ
る
築
城
が
場
所
を
違

え
て
二
度
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
事
実
は
、
意
外
と
知

ら
れ
てい
ま
せ
ん
。本
展
で
は
、
現
在
の
熊
本
城
の
ル
ー

ツ
で
あ
り
な
が
ら
歴
史
の
影
に
隠
れ
て
き
た
「
隈
本
・

古
城
」（
現
・
県
立
第一高
校一帯
）に
光
を
当
て
ま
す
。

九
州
平
定
を
経
て
豊
臣
政
権
下
へ
編
入
さ
れ
た
肥
後

国
。そ
こ
に
は
、そ
れ
ま
で
の「
土
の
城
」と
は一線
を
画

す
、
石
垣
と
瓦
を
備
え
た
先
進
的
な「
豊
臣
の
城
」が

突
如
と
し
て
出
現
し
ま
し
た
。

中
世
の
物
流
を
物
語
る
貿
易
陶
磁
器
、
近
世
築
城
の

幕
開
け
を
告
げ
る
瓦
・
石
垣
、
そ
し
て
政
権
の
権
威

を
象
徴
す
る
金
箔
瓦
と
い
う
三
つ
の
キ
ー
アイ
テ
ム
を

軸
に
、発
掘
調
査
成
果
と
精
密
な
ジ
オ
ラマ
模
型
を
駆

使
し
て
、
中
世
か
ら
近
世
へと
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
く

肥
後
の
激
動
期
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
き
出
し
ま
す
。

特別展示室１

土
の
城
、海
の
至
宝

―
国
衆
た
ち
の
記
憶
― 
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特別展示室３

決
別
と
継
承

―
古
城
か
ら
熊
本
城
へ
―

エピローグ

隈本新城（熊本城）
「慶長四年」銘滴水瓦
当館蔵

国史跡堅志田城跡木柵復元
戦国期城館のイメージ

隈本古城「天正十八年」銘軒平瓦
熊本県教育委員会蔵

隈本古城石垣 小座敷之丸南西隅

国指定重要文化財
肥後阿蘇氏浜御所跡出土品 青磁壺
熊本県教育委員会蔵 （熊本県立美術館保管）

国指定重要文化財
肥後阿蘇氏浜御所跡出土品 三彩刻花牡丹文瓶
熊本県教育委員会蔵（熊本県立美術館保管）

□熊本市電：杉塘下車、徒歩5分　□バス：「桜町バスターミナル」または「市役所前」下車、徒歩１５分 
□熊本城周遊バス（しろめぐりん）：「博物館・旧細川刑部邸前」下車すぐ　
□駐車場：専用駐車場はありません。近隣の三の丸駐車場（有料）等をご利用ください。

〒860-0007  熊本市中央区古京町３-２ TEL  096-324-3500
h t t p s : // k umamo t o - c i t y -mu s e um . j p
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く
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―
豊
臣
の
衝
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、戦
国
肥
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終
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瓦
と
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隈
本
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―
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特別展示室３

天
下
人
の
威
信 

―
金
箔
瓦
と
石
垣
に
よ
る
城
郭
革
命
―
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伏見城下大名屋敷跡出土 金箔軒瓦
当館蔵（山崎正董コレクション）

国特別史跡肥前名護屋城天守台跡

ギャラリートーク
日時= ①10月17日㈯　②11月3日㈫・㈷　③11月14日㈯　各日10:30～11:00　
場所 = 当館特別展示室

日時=10月18日㈰ 10:00～11:30
場所=当館講堂ならびに特別展示室２
講師=島充（城郭・古建築模型作家）

対象= 小学生・中学生・高校生および
保護者を優先。城好きの方、お一人での
参加も歓迎 （50名先着順）

本 展の隈 本 古 城 模 型 制 作者の島 充 氏による特 別 講 演を開 催！

バスツアー 秋季企画展連動企画
「肥後の戦国体感－国指定史跡・棚底城跡と
開館直後「天草戦国ミュージアムを巡る」
日時= 11月29日㈰ 9:00～17:00
集合地：当館
行き先：天草市倉岳町棚底字尾崎　　　

現地案内「隈本古城探訪」
日時= 11月28日㈯ 10:00～11:30
場所 = 県立第一高等学校周辺
 （熊本市中央区古城町）

ギャラリートーク以外はすべて申込制。
詳細は当館HPをご参照ください。

子ども学び教室 秋季企画展連動企画
「ジオラマ模型でみる加藤清正最初の築城、隈本古城‼」

関連イベント

場所= 市民会館シアーズホーム夢ホール 
 （熊本市民会館）

シンポジウム「城が語る豊臣の時代」
日時= 11月7日㈯ 12:30～16:40（予定）

熊本博物館
旧細川刑部邸前

熊本城
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